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1 0 6 0 金沢大学十全医学会雑誌 第98 巻 第 5 号 106 0 －10 7 0 く19 8鋸

各種 口腔疾患患者 の 拘 s o ゐ戊C ねアブ祝 研 乃 祝Cg g 戊ねf 椚 に

対 す る 血清学的反応

金沢 大学 医学部歯科 口腔 外科学講座 く主任 二 山本悦秀教掛

高 井 勇 学

く平成 1 年1 0 月2 7 日受付1

各種の 口 腔疾患を 有す る 患者の F 鋸S Oゐ戊C ね rど祝椚 邦祝 Cg g 戊ね亡椚くF 乃鋸 Cわ戊と祝椚 H こ対す る 免疫 に つ い て

検討 した ． 血 清 中の ダ工 椚 北南刷物 別 に 対 す る抗体価 の 測定 は 巨
F 列肋 減 矧 加 朋 K O ，3 1 株の 培養上 清か ら作

製 した T F T －3 1 0 体 態 は リ ボ 多凍削 を 感作 した 赤血 球 を用 い る 間接赤 血 球凝集反応 に よ り行 っ た ． アガ

ロ
ー ス 電 気 泳 動 ，

T S K g el G 3 0 0 0 S W カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー に よ り 血 清 を 分 画 し た 結 果 ，

T F T ．3 1 0 と 反応す る抗体 は 1g M で あ る こ とが 示 さ れ た ． 更 に
， 各種 ヒ ト血 清成 分に 対 す る 抗体 を用 い

た 中和反応 ， 血 清の2 － メ ル カ プ ト エ タ ノ ー ル 処理 に より 抗 T F T ． 31 0 抗体 は Ig M で あ る こ と が 確認さ れ

た ． 健常人10 4名 ， 非炎症性 口腔疾患 を有 す る 患者136 名 ， 炎症性 口腔疾患 を有す る患者127 名の 血清中の

抗 T F T －3 1 0 抗体価は い ずれ の群 に お い て も 8 へ 1
，
0 2 4 の 範囲で あ っ た ■ 3 2 へ 1 2 8 の 抗体価 を示 す場合が

多く ， 健常人群 で は74 名く71 ． 2 ％1 ， 非炎症 性 口腔疾 患症例群 で は108 名く79 ■ 4 ％ナ， 炎症性 口腔疾 患症例群

で は104 名 く81 ． 9 ％1 で あ っ た ． 16 以下 の 低 抗体価 を示 す症例 は
，
健 常人 乳 非 炎症性 口 腔疾 患群 ， 炎症

性 口腔 疾患群で は各 々10 例 く9 ． 6 ％1 ，
2 3 例 く16 ． 9 ％1 ， 1 8 例 く14 ． 2 ％1 で あ っ た ． 5 1 2 以上の 高抗体 価 を示 す

症例 は健常人群で は12 例 く11 ． 5 ％1 と比較的多か っ た が ， 非炎症性口 腔疾患群 ，
炎症 性 口 腔 疾 患群 で は

各 々 3 例 く2 ．2 ％1 ，
1 例 く0 ． 8 ％いこす ぎず

， 健常人 よ り有意 に 少 なか っ た くP く0 － 0 1
，
P く0 ． 0 岬 ． 口腔癌

患者23 名 の抗 T F T ． 31 0 抗体価 は前 3 群 と著 しく異 な り ， 被験全例 に お い て抗体価 は 8 以下 で あっ た －

8 以下の 抗体価 を示 し た症例 は健常 人群で は 1 例 く1 ． 0 ％1 ， 非炎症性 口 腔疾患群で は 5 例 く3 ． 7 ％1 ，
炎症

性口 腔疾患群で は 4 例 く3 ． 1 ％1 に す ぎず ， 抗 T F T －3 1 0 抗体価 が 低い こ と は 口 腔痛 患者 の 特 徴と 考えら

れ た ， 以上 の 結 乳 口 腔癌あ る い は白板症病巣 に お い て 特 に F 捕 0占戌C ね r才鋸研 が 増殖 す る の は ， 本菌に 対

す る生体側 の免疫能の 低下が 関与 し て い る こ とが 示 唆さ れ た ． ま た抗 T F T ．3 1 0 抗体価の 測定が 口腔痛

の診 断に 有 用で あ る可能性が 示唆 さ れ た ．

K e y w o r d s a n tib o d y tit e r
，

f b s o b a cte riu m n u cle a t u m
，
1i p o p o ly s a c ch a rid e ，

m alig n a n t t u m o r
，

O r al c a n c e r

蝕 0ゐd ごね r言祝 桝 は 口腔内常在菌の 一 種 で あ る
1－

． 本薗

は歯肉膿瘍 ，
顎嚢胞 ， 歯性 上顎 洞炎 ， 顎骨骨髄 炎等口

腔 内領域の 炎症性疾 軋 ある い は前癌病変と され る 白

坂症
，

口腔癌の 感染病巣 より 分離 され るが ， 特 に 白坂

症
，

口 腔癌 の感染病巣か らの 分離率 が高 い
抑

一 口 腔 内

常在菌の 中で特 に F 祝S Oあ戊 Cf g r才び 椚 と 口 腔癌 と の 間に 密

接 な 関 係 が 見 ら れ た こ と か ら ，
T a m ai ら

相
は

A b b r e v i ati o n s こ E ． c oli，
E s c h e ri ch i a

ダ捕 0占戊ごね ガ祝 研 が 抗腫瘍活性 を有 して い る の で はない

か と 考 え
，
白板症か ら の 分離菌株 で あ る 釣 郁 凝 血 正

視 刑 死以仁g e戊f鋸 研 くF ． 那 狛 勉励 朋1 K O －3 1 株 を用 い
，
その

抗腫 瘍活性 を検討 し
， 本菌の 培養上 清液中 に抗腫瘍物

質が 存在す る こ と を明 ら か に した ■ そ の 後 ，
本抗腫瘍

物 質 は 精 製 さ れ
，

T F T －3 1 0 と 名 付 け ら れ た
6，

一

T F T －3 1 0 の 本態 に つ い て は リ ボ 多糖 くIi p o p ol y s a c c
．

F ．
拙 両 州 加 畑 f ぬ 油 肛 加 布 川 け 裾 k 両 川 H P L仁一

h i gh p e rf o r m a n c e li q uid c h r o m a t o g r a p h y 三I g ， i m m u n o gl o b ulin i L P S
，
1i p o p oly s a c c h a rid e i

P B
， P h o s p h a t e b u ff e r ニ P B S

， p h o s p h a t e
－b uff e r e d s ali n e i T F

，
T a m ai ． F u k u d a



尺 乃 裾 血 地 肌 に 対す る抗体価

h a rid e
，
L P S l で あ る こ と が 示 され て い る

71
．

細菌感染 に 対す る 生体防御 に 閲 し免疫 は大き な 役割

を果 して い る こ と は 周知の事実 で あ る ． 前痛病変と さ

れる白坂症 ． あ る い は 口 腔癌 の 感染 病 巣 か ら ダ紀ぶ0ムー

飢鹿胴元研 が 高率 に 分 離 され る こ と は
，
生体防御の 点か

ら考える と 口腔癌患者 に お い て は特 に 都 路 痛 打 励吻 憫

に対する免疫が 低下 して い る こ とが 想定さ れ る ．

以上 の観点か ら 本研 究で は
， 健常人

， 非炎症性口 腔

疾患を有す る患者 ， 炎症性 口腔疾患 を有す る 患者， 口

腔癌患者の 血 清中の 凡 5ロム戌ごね rオ甜椚 に 対す る 抗体価 を

T F T －31 0 を抗原 と し て用い る こ と に よ り 測定 し
，

口

腔癌患者に お ける 爪 路 沌 鋸 肋吻 間 に 対す る 免疫 の特異

性に つ い て検討 した ．

材料お よ び方法

工
． 対 象

健常人と して は男性4 9名 く年齢 ，
11 へ 8 0歳I

，
女性55

名 件 齢
，
1 1 旬 7 7 歳ナ，

合計104 名 を対象 と した ． 非炎症

性口 腔疾患症例と して は男性72 名 く年齢 ，
11 へ 7 5 歳1 ，

女性64名 く年齢 ，
10 句 71 歳I ， 合計1 3 6 名 を対象と し た ．

疾患別の評糸馴ま
， 顎 骨 嚢胞患者57 名

，
顎骨良性腫瘍患

者23 名
，
顎骨骨折患者22 名 ，

口腔軟組織 良性腫瘍患者

15 名 ， 口腔粘膜 異常 患者 7 名 ， 歯牙異常患者 5 名 ， 顎

骨骨肥大患者 3 名
，

噴 石 症患者 2 名 ， 顔 面神経麻痔患

者1 名，
口腔内異物患者 1 名で ある ． 炎症性 口 腔疾患

症例と し て は男性64 名 く年齢 ，
15

〆
－ 8 0 歳1 ， 女 性6 3 名

く年齢
，
12

一
－ 75 歳I ， 合 計127名 を対象 と した ． 疾患別 の

詳細は， 顎骨骨髄炎 患者4 2 名 ， 歯性 上 顎 洞 炎患者34

名， 歯根嚢胞患者25 名 ， 唾 液腺炎患者1 1名 ， 智歯周囲

炎患者5 名 ， 顎骨骨折 に 感染 を伴 っ た 患者4 名 ， 頬部

峰寓織炎患者3 名 ， 術後性頬部嚢胞 患者2 名 ，
エ ナ メ

ル 上皮腫 に 感染を伴 っ た患者1 名 で あ る ． ま た 口腰痛

患者症例 と して は男性10 名 く年 齢，
19 へ 8 0 齢 ， 女 性1 3

名 件 齢 ，
2 1 へ 8 2 齢 ，

合計23 名 を対象 と した ． 詳細 は

舌痛患者 9 名 ，
上 顎 洞癌患者4 名

， 歯 肉癌患者 3 名 ，

頬粘膜癌患者2 名 ， 下 顎 癌 患者 2 名 ， 咽 頭 癌患者 2

名，
口腔底癌患者 1 名で ある ．

以上合計390 名 に つ い て血液 を採 取 し 血清 を 調製 し

た ．

工I
． F 乃鋸C由戊ね 研 R O － 31 標品 くT F T ． 3 1 0I の 作製

尺 把捉C わ励 椚 K O －3 1 株 の 培養上 清液か ら の 抽出 標

晶である T F T － 31 0 は T a m ai ら
6
切 方法 に 従 っ て作製

し た ． 旦 列肌 克 地 相 K O －3 1 株 の 玉 井 ． 福 田 培 地引

くT a m ai － F u k u d a m e d i u m
，
T F 培 地 H 日 水 ， 東 和

2
，
0 00 m l で の37

0

C ．

4 8 時間培養薗液を4
，
5 00 X g

． 2 0 分

間遠心 した ． 得 られ た 培養上 清液 に エ チ ル ア ル コ ー ル

1 0 6 1

を濃度が60 ％ に な る よ う に 加 え， 充分捷拝後 4
0

C で
一

夜静置 し
，
1 0

，0 0 0 x g
． 2 0 分間遠心し た ． 得 ら れ た 沈

殿物 質に 1 1 1 5 M 燐 酸緩衝 液 くp H 7 ． 01 くp h o s p h a t e

b u ff e r
，
P 別 20 0 m l を加 え

，
1 N N a O H で p H 8 ．0 に

調整後
，

プ ロ ナ ー ゼ E く科研 ， 束 刹 を10 m gノm l に な

る よう に 加 えた ．室温 で24 時間作用さ せ た 後
，
1 0

，
0 0 0

X g
． 2 0 分 間遠心 した ． 遠心上清に エ チ ル ア ル コ

ー ル

を60 ％の 割に 加 え
，

生 じた 沈 殿物質 に P B 5 0 m l を加

え
，

イ オ ン交換 カ ラ ム D o w e x I X 4 くD o w
－ C h e m i c －

a l ， M id l a n d
，
U S A I で 吸 着さ せ た後

，
P B で溶 出 さ

せ ， 限外濾過膜 U K 5 0 く東洋濾紙 ， 東 剰 で濾過後
，
ミ

リ ポ ア フ ィ ル タ
ー

く孔径 こ 0 ．4 5 声 m H 讃 本 ミリ ポ ア
，

東京1 で 濾過滅 菌 した ． 濾過 後凍結 乾燥 し た 標 品を

T F T ． 31 0 と し て使用 した ． なお T F T －3 1 0 以外の 抗原

と して は E s ch e ri c h i a c oli くE ． c o lil L P S くSi g m a
，
S t ．

L o u i s
，
U S A I を使用 した ．

H
． 抗 Tf

－

T ． 3 1 0 抗体 価の 測 定

血清中の抗 T F T －3 1 0 抗体 の 検出 ． 定量 は間接 赤血

球凝集反応に よ り行 っ た ．

1 ． T F T －3 1 0 感作赤血球の作製

1 コ 沢部ら
別

の 方法

ヒ ツ ジ保存血く日本生物材料 セ ン タ ー

， 東京1 1 容量

に10 容量 の0 ．0 1 M 燐酸緩衝食塩水 くp H 7 ．2 H ph o s p h
－

a t e
－b u ff e r e d s ali n e

，
P B Sナ を 加 え ． 撹 拝 し た 後

．

1
．
0 0 0 X g

． 1 0 分間遠心 す る こ と に よ り 赤血 球 を 洗浄

し た く遠心洗浄I ． 同操作 を 3 回行 っ た後の ヒ ツ ジ赤血

球沈査に P B S を加え て調整 した 3 ％赤血 球浮遊液 1

容 量 に 2 容 量 の T F T －3 1 0 溶液 くT F T －3 1 0 濃 度 こ

1 m gノm l P B Sl を加 えよ く混合 し37
0

C で3 0 分間反 応 さ

せ た ． 反応後10 容量 の P B S を加 え遠心洗浄を行 っ た ．

遠心洗浄 を 3 回行 っ た後 の T F T －31 0 感作 ヒ ツ ジ赤血

球沈査 に0 ．1 ％ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン く和光
，

大 阪I 加

P B S を加 え
，
0 ． 2 ％ T F T －3 1 0 感作赤血球浮遊液 を調

整 した ．

2ブ タ ン ニ ン 酸処 理血 球法 岬

P B S で 作製 した タ ン ニ ン 酸溶液く0 ．0 4 m gl mi I 3 容

量 に
，
P B S 2 容量 ， 遠心 洗浄 を3 回行 っ た ヒ ツ ジ赤血

球沈査 1 容量 を混合 し
，
3 7

0

C で4 5 分加温し た ． 加温 後

10 容量 の P B S で 3 回遠心洗浄 し
，

タ ン ニ ン 酸処理 赤

血球沈査 を作製 した ． タ ン ニ ン 酸処理 赤血球沈査 2 容

量 と
．
T F T －3 10 溶液 3 容量を よく 混合 し

，
3 7

0

C で 3 時

間反応 さ せ た ． 反 応後 ，
10 容量 の P B S で遠JL －洗浄 を

行 っ た後
，
先の 場合と 同様 ，

0 ．1 ％ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ

ン 加 P B S を用 い
，
0 ． 2 ％ T F T －3 1 0 感作赤血球浮遊液

を調整 し た ．

3フ 測定法



1 0 6 2
局

マ イ ク ロ プ レ
ー

トを用 い る マ イ ク ロ タイ タ
一 法 に よ

り 行っ た ．
マ イ ク ロ プ レ

ー

トは96穴 の U 底 タイ タ
ー プ

レ ー ト くC ． A ． G r ei n e r u n d S o h n e
，
F ri c k e n h a u s e n

，

w ． G e r m a n yl を用 い た ． P B S を用 い て の 2 倍段 階希

釈血清 5 伸1 に
，

T F T －3 10 感作 ヒ ツ ジ 赤血球 浮遊液

5 叫1 を加 え
，
混合 し た後 t

3 7
0

C で 2 時間静置 した ． そ

の 後室温 に て24 時間静置 した 後 ， 管底赤 血球 凝集像 を

観察 した ． 凝集陽性を示 す最大血 清希釈倍数の 逆数 を

凝 集価と した ． こ の 間接赤血球凝集反応 に よ り求め た

凝 集価 を被験血清の 抗 T F T －3 1 0 抗体価 と し た ．

1 V ． 分画採取用 アガ ロ
ー ス 電気泳動

試料血清の 分画 採取用 ア ガ ロ
ー ス 電気 泳動 は 右 田

ら
111

の 方法に よ り行 っ た ． 2 6 X 1 6 X I c m の ア ガ ロ
ー

ス ブ ロ ッ ク くべ ロ ナ
ー ル ． ベ ロ ナ

ー ル ソ ー ダ緩 衝 液

くp H 8 ．6
， 〆

ニ 0 珊 に 1 ％の ア ガ ロ
ー ス く和光1 を溶 か

し て作 っ た ゲ 叫 に2 2 X O ． 2 X I c m の 溝 を切 り ，
2

m l の試料血清 を 2 m l の ア ガ ロ
ー ス ゲ ル と混 合 して溝

に 満 た して 固ま ら せ た ． 電 気泳 動 は ， 電源 P A V 2 0 0

帰 光産業．
東京1 を用 い

，
1 5 0 V

，
8 0 m A で2 4 0 分行 っ

た ． 泳動終了 後 ，
ア ガ ロ

ー ス ゲ ル は0 ． 5 c m ずつ 幅 の ブ

ロ ッ ク と し て切 り出 し
，
各 ブ ロ ッ ク は それ ぞ れ 試験 管

に 入 れて 凍結融解法 に よ り各分画 を抽出 し
，

その 凝 集

活性 を調 べ た ． 各分画の タ ン パ ク濃 度は バ イ オ ラ ツ ド

プ ロ テ イ ン ア ッ セ イ キ ッ ト くBi o
－ R a d L a b o r a t o ri e

－

s
，
Ri c h m o n d

，
U S A l を用 い O D 595 を測定す る こ と に よ

り求 めた ．

V ． 高速液体 ク ロ マ トグ ラフ ィ
ー くhi g h p e rf o r m ．

a n c e li q d d e b r o m a t o g r a p b y ，
H P L C I に よ る

血清分 画

T S K g el G 3 0 0 0 S W カ ラ ム く東洋ソ ー ダ ， 東 刹 を装

着 した高速液 体ク ロ マ ト グ ラ フ M o d e1 3 0 2 くGil s o n ，

V illi e r s l e B el ，
F r a n c el を用 い た ． 0 ． 1 m l の試 料血清

を添加 し， p H 6 ．0 の P B S を溶媒 と し て
，
0 ． 2 m l ずつ

の分画 を採取 した ， タ ン パ ク濃度 は装置 に 付属 した 自

記吸光度計 M o d el l l l くGil s o n l に よ り O D 2 那 を測定す

る こ と に よ り求め た ． それ ぞれ の ピ ー

ク は プ ー ル し て

凍結乾燥後
，
0 ． 1 m l の蒸留水 に 溶か して

，
その 凝 集活

性 を調 べ た ．

V l ． 各種抗 ヒ ト血 清抗体 に よ る血 清 の 間接赤血 球凝

集活性の 中和試 験

ヒ ト血 清成分 に 対す る抗体 と して は
，

ウサ ギ抗 ヒ ト

全 血 清 抗 体 くI N C I m m u n o B i ol o gi c al s ，
L i si e

，

I s r a ell ，
ウ サ ギ抗 ヒ トア ル ブ ミ ン 抗体 性 化 学工 業 ，

束 尉 ，
ウ サ ギ抗 ヒ ト免疫 グ ロ ブ リ ン くi m m u n o gl o b u l －

i n
，
I gン抗体 くD a k o

，
G l o st r u p ，

D e n m a rk l ，
ウサ ギ抗 ヒ

ト 1g G 抗体 性 化学工 勤 ． ウ サ ギ 抗 ヒ ト 1g M 抗体

くI N C I m m u n o B i ol o gi c al sl を用 い た 一

中和試験 は以下の 如く に 行 っ た ． 凝集価16 に 調整し

た被験血清 と
，
等量の それ ぞれ の 抗体 を混合 し ， 3 7

Q

C

で6 0 分間反応さ せ た ． 反 応 乳 混合液の 残存凝 集活性

を測定 した ．

刊1 ． 血 清の 2 － メ ル カ プ ト エ タ ノ
ー ル 処理

血 清 中の 工g M 抗体 の 抗 原と の 反応性 を失わ せ る た

め
，
血 清を2 － メ ル カ プ ト エ タ ノ

ー ル で処理 した ． 血 清

の2 ． メ ル カ プ ト エ タ ノ
ー ル 処理 は D e u t s c h ら

Ig
の 方法

に よ り行 っ た ．

叩 ． 統計処理

抗 T F T －3 1 0 抗体価の 各群間の 比較 に は X
2

検定法を

用 い P く0 ．0 5 を有意 と し た ．

成 績

王 ． 抗 T F T － 3 1 0 抗体検出 ． 定量の た め の 間接 赤血

球凝集 反 応の 検討

抗 T F T ．3 1 0 抗体 の検 出 ． 定量 は T F T ． 31 0 感作 ヒ

ツ ジ赤血 球 を用 い る 間接赤血 球 凝集反 応 に よ り行 っ

た ． 間接赤血球凝集反応 は マ イ ク ロ タ イ タ
一 法に より

行 っ た が
，
先ず本間接赤血球凝集反応 に お ける諸条件

に つ い て
．

N ． S ． 血 清を用 い て検討 した ．

1 ． 感作赤血球濃度の 検討

沢部 ら の 方法 に よ り T F T －3 1 0 感作 ヒ ツ ジ赤血 球を

作製 し
， 感作赤 血球濃度0 ．1

，
0 ． 2

，
0 ． 2 5 ，

0 ■ 5 ％に つ い

て比 較検討 した ． 赤血球 濃度 が0 ． 1 ％の 場合 ，
凝集価

は128 で あ り ， 最も 高い 値 を示 した が
，

凝集 像 は薄く

判定に 困難 を来 た し た ． 赤血 球濃度が0 ． 2
，

0 ． 2 5 ％の

場合
，
凝集価 は 共に64 を 示し ，

また 凝集像の 判定も明

確で あ っ た ． 赤血球 濃度が0 ．5 ％の 場 合 は 凝 集像 の判

定 は明確 で あ っ たが
， 凝集価 は32 と低値 を示 した －

2 ． タ ン ニ ン酸処理 赤血球法と の 比 較

沢部 らの 方法に よ り作製 し た T F T －3 1 0 感作赤血球

を用 い た 間接赤血球凝集 反応 の感受性 に つ い て
，

タ ン

ニ ン 酸処理 赤血 球法 に よ り作 製 した T F T － 31 0 感作赤

血球 を用 い た場合 と比 較検討 した － こ の 際い ずれ に お

い て も 血球濃度 を0 ．2 ％と し た ■

い ずれ の 感作赤血球を 用 い て も凝集価 は64 で あ り ，

感作赤血球の 作製法の 違い に よ る 感受性 の差異は認め

ら れ な か っ た ．

3 ． 管底血 球凝集像 の 判定時間

T F T ．3 1 0 感作 血 球浮遊液 く沢部 らの 方法 に よ り作

掛 と 2 倍段階希釈 N ． S ． 血 清と の混合液 の 管底血球

凝集像 を ，
3 7

0

C ． 2 時間静置 乳 次い で室濃 に 移し24

時間静置後
，

48 時間静置後 に 観察 した ■ 3 7
0

C ． 2 時間

静置後の 凝 集価は32
，
2 4 時間静置後及 び48 時間静置後



ダ． 把捉 Cg g 戊ね 仇 に 対する 抗体価

の凝集価 は共 に64 で あ っ た ．

以上 の 結界に 基づ き 抗 T F T －3 1 0 抗体の 検 出 ． 定量

の た めの 間接赤血 球凝集反応 に は沢部 らの 方 法に よ り

作製した血 球濃度0 ． 2 ％の T F T －3 1 0 感作 ヒ ツ ジ赤血

球を用い る こ と と した ． ま た管底血球凝集像の 判定 は

感作血球浮遊液と 被験 血清の 混 合液 を37
0

C ． 2 時間，

次い で 室温 に て24 時間静置後 に 行う こ と と した ．

上 述の 方 法 に よ り 求 め た 凝 集 価 を そ の 血 清 の 抗

T F T － 31 0 抗体価 と し た ．

I王 ．
T F T ． 3 1 0 と反 応 す る 血 清成分 の 解析

T F T －3 10 感作血 球凝集反 応 に て64 の 凝 集価 を 示 し

た N ． S ． 血 清を 用 い
，
T F T ．3 1 0 と反 応す る血 清成分 の

解析を行 っ た ．

1 ． 分画採取用 ア ガ ロ
ー ス 電気泳動 に よる 解析

凍結融解法 に よ り 抽出 した各分画 く5 m り に つ い て

凝集反応を行 っ た が
，

い ずれ の 分 画 も 凝集反 応陰性 で

あ っ た ． こ の こ と は各分画に お い て T F T －3 1 0 と反応

1 5 10 15 20 Z 5

F ig ． 1 ． A g a r o s e el e ct r o p h o r e si s o f s e r u m s a m －

pl e ． 1 十
，
h e m a g gl u ti n a ti o n

－

p O Siti v e f r a cti o n s ．

1 0 6 3

す る血清成分の 量が 陽性反 応 を示 す濃度以 下に 希釈さ

れ たと 考 えら れ た の で
． 各画分を凍結乾燥 に よ り濃縮

し た ． 即 ち各画分 を凍結乾燥 した後0 ． 4 n ll の 蒸留水に

洒解 し
，
凝集活性を検討 した ． 凝 集活性は15

，
1 6

，
1 7

画分 の み に 認め ら れ た く図 り ． こ れ らの 画分 は y
－

グ

ロ ブ リ ン に 相当 し， T F T －3 1 0 と反 応す る血 清成 分は

免疫 グ ロ ブリ ン で あ る こ とが 示唆 され た ．

1 5 10 1 5 祖 2 5 3 0 3 5 ム8
F r Q C ti o n n u m b e r

ム5 5 0

F i g ■ 2
． T S K g el G 3 0 0 0 S W c ol u m n c h r o m a t o g r a－

p h y o f s e r u m s a m pl e ．
ト1

，
h e m a g gl u ti n a ti o n

－

p o siti v e f r a c ti o n s ．

T a b l e l ． N e u t r a li z a ti o n of i n d i r e c t h e m a g gl u ti n a ti o n

r e a c ti o n b y v a r i o u s a n ti b o d i e s

R e s id u al h e m a g gl u tin a ti o n tit e r

Of s e r u m s a m pl e

R a b b it a n ti b o d y a d d e d

t o s e r u m s a m pl e

D il u ti o n o f a n tib o d y a d d e d

X I x l O x l O O

N o r r n al r a b b i t s e r u m

A n ti h u m a n w h o l e s e r u m

A n ti h u m a n I g

A n ti h u m a n I g M

A n ti h u m a n I g G

A n ti h u m a n al b u m i n

8

1

1

一

8

8

8

4

4

2

8

0
0

8

8

8

9
U

8

8

Fif t y p l o f s e r u m s a m pl e wi th a h e m a g gl u ti n a ti o n tit e r of

1 6 w a s i n c u b a t e d a t 3 7 C f o r 30 mi n wi th a n e q u a l v ol u rn e

O f e a c h a n tib o d y a n d th e n th e r e sid u a l h e m a g gl u ti n a ti o n

a c ti vi ty o f th e m i x t u r e w a s m e a s u r e d ．

奪
H e m a g gl u ti n a ti o n

－

n e g a ti v e ．



1 0 64 菌

2 ． T S K g el G 3 0 0 0 S W カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に よ る解析

凝集活性 は最初の ピ
ー

ク く11 ，
1 2 画分りこの み 認め ら

れ た く図2 ト こ の ピ
ー

クは工g M に 相当す る と こ ろ か ら
，

T F T －3 1 0 と反 応す る血清成分 は Ig M 抗体で ある こ と

が示 唆 され た ．

3 ． 各種抗体 に よ る中和試験 に よ る解析

各種 の ウサ ギ抗 ヒ ト血清抗体 ， 即 ち抗 ヒ ト全血清 ．

工g ，
I g G

，
I g M ，

ア ル ブ ミ ン抗体 の凝 集活性 に 対す る中

和能を検討 した ． この 際被験血 清と して は
，
凝集価16

に 調整 した血清 を用 い た ． ま た ウ サ ギ 抗 ヒ ト血清抗体

と して は原液 ，
10倍 ，

1 0 0 倍希釈抗体 に つ い て検 討 し

た ．

庶抗体 に よる 中和試験 で は抗 Ig M 抗体 を用 い た 時

凝集活性 は完全 に 中和 され た く表 い ． ま た 杭全血清抗

体 ， 抗 I g 抗体 に よ る中和試験 で は 凝集価 は 1 を示 し

た に す ぎず
，
両抗体も凝集活性 に 対 す る中和能 を有す

る こ とが 分か っ た ． 1 0倍希釈抗体 に よ る 中和試験で は

抗 1 g M 抗体 を用 い た時 ， 凝集価 は 2
， 杭全血清抗体 ，

抗 工g 抗体 を用 い た場合凝集価 は 4 を示 し
，

こ れ ら 3

種 の抗体 は
， 原抗体 を用 い た場合 と 同様 ，

凝集活性 を

中和 した ．

以上 の結果
，

T F T －3 1 0 と反 応 す る血清成分は Ig M

抗体 であ る こ と が 分か っ た ．

4 ． 2 ． メ ル カ プ ト エ タ ノ
ー

ル 処 理 に よ る解析

先の実験で T F T －3 1 0 と 反 応 す る血 清成 分 は 1 g M

抗体で ある こ とが 判明 したが
， 更 に こ の 子と を確認 す

る た め t
2 － メ ル カ プ ト エ タ ノ ー ル 処理 に よ る被 験血 清

の凝集価 の変動 を検討 した ． 2 － メ ル カ プ ト エ タ ノ
ー ル

処理 を しな い コ ン ト ロ
ー ル 血清 は

，
凝集価32 を示 した

が ．
2 ． メ ル カ プ ト エ タ ノ ー ル 処理 血清で は凝集反応 陰

性 で あ っ た ． 以 上 の 結果 よ り T F T －3 1 0 と反 応す る血

清成分 は 1g M 抗体 であ る こ とが確認 さ れ た ．

m ． 健常人 の 血清 中の 坑 T F T ．3 10 抗体価

健常人104 名の 血清 に つ い て 抗 T F T ． 3 1 0 抗体 価を

測定 し た結果 を表 2 に 示 した ．

健常人 の血清 中の 抗 T F T －3 1 0 抗体価 は 8 句 1
，
0 2 4

に お よ ん だが
， 抗体価64 を示 す場合 が最 も 多く

， 被験

104 名 中45 名 く43 ． 3 ％I が 抗体価64 を示 した ． 次 い で
，

順次
， 抗体価128 く18 名 ，

1 7 ． 3 ％I ， 抗体価3 2 く11 名
，

1 0 ． 6 ％1 を示 す場合が 多く ． 被験健 常人 の71 ． 2 ％く74

名1 が32 へ 1 2 8 の抗体価 を有 して い た ． 1 6 以下の低い 抗

体価 を 有す る健 常人 は極 めて 少な く
．
1 0 4 名 中わ ずか

10名 く9 ． 6 ％1 に す ぎなか っ た ． 逆 に51 2 以上 の 高い 抗体

価 を有 す る健 常人 は 比較 的多 く ，
1 2 名く11 ．5 ％I 存在し

た ．

加齢 に よる 抗体価 の 変 動は み られ なか っ た ． ま た性

差 に よ る抗体価の 特徴も み ら れ な か っ た ．

N ． 非炎症性 口 腔疾 患 を 有 す る 患者 の 血 清中の 杭

T F T ． 3 1 0 抗体価

顎骨喪胞患者57 名 ， 顎骨良性腫瘍 患者2 3名 ， 顎 骨骨

折患者22 名 ，
口 腔軟組織良性腫瘍 患者15名 ，

口腔粘膜

異常患者 7 名 ， 歯牙異常患者 5 名
，
顎骨 骨肥大患者3

名 ，
噴石症 患者 2 名

，
顔面神経麻痔患者 1 名 ，

口腔内

異物 患者 1 名 ， 計 13 6 症 例 に つ い て の 血 清 中の 抗

T F T － 3 1 0 抗体価 を表 3 に 示 した ．

1 3 6 症例の 抗 T F T ． 3 1 0 抗体価 は健 常人 と 同様 8 へ

1
，
0 2 4 の 範囲に お よ ん だ ． ま た健常人 と 同様 ， 抗体価

64 を示 す 場合が 最も 多く く44 名 ， 3 2 ． 4 ％1 1 次 い で
， 順

次
，
抗体 価1 28 く33 名 ，

2 4 ． 3 ％1 ， 抗体 価3 2 く31 名 ，

2 2 ． 8 ％1 を示 す 場合が 多か っ た ． こ れ ら32 ル 1 2 8 の 抗体

価 を有 する症例 の 割合は 被験136 症例 中108 名く79 ． 4 ％1

T a bl e 2 ． A n tib o d y ti t e r s a g a i n s t T F T － 3 1 0 0f l O 4 h e alth y p e r s o n s

N u m b e r o f p e r s o n s s h o w i n g e a c h a n ti b o d y tit e r

A g e くy e a r s ol dl

08
＋

170716講 読0
1 ト20 2 ト30 3 ト40 4 ト50 5 1 ぺ0

A n tib o d y
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ダニ 矧 那廃仏お 肌 に 対す る抗体価

を占め
， 健 常人 の 場合 と ほ ぼ等 しか っ た ． 1 6 以 下の低

抗体価 を示 した症例 は23 例く16 ． 9 ％1 で あ り
， 健 常人 に

較 べ や や 多か っ たが 有意差 は認め ら れ な か っ た ． ま た

抗体価 8 を 示 した症例 は 5 症例 く3 ． 7 ％1 み ら れ た ． こ

れらの 症例 は17 へ 3 4 歳 の 症例で あ り ， 疾 患的 に は顎 骨

骨折が 2 例 ，
顎骨褒胞が 2 例 ， 顎 骨 展性腫瘍 が 1 例で

あっ た ．

抗体価5 12 以 上 を示 し た症例は 3 例 く2 ． 2 ％1 に す ぎ

ず
，
健常人 と較 べ 有意 に 少な か っ た くP く0 ． 0 1ン．

V
． 炎症性 口 腔 疾 患 を 有 す る 患者 の 血 清 中 の 杭

T F T － 3 1 0 抗体価

額骨骨髄炎患者42名
， 歯性上顎洞炎患者34 名 ， 歯根

嚢胞患者25 名
，
唾液腺炎患者1 1名 ， 智歯周囲炎患者 5

名
，
顎骨骨折 に 感染 を伴 っ た 患者 4 名 ， 頬部蜂萬織炎

患者 3 名 ， 術後性頼部柔胞患者 2 名 ，
エ ナメ ル 上 皮腫

に感染を伴 っ た 患者 1 名 ， 計12 7 症例 に つ い て の 血 清

中抗 T F T t3 1 0 抗体価 を表4 に 示 し た ．

1 2 7 症 例の T F T －3 1 0 抗体価 は 健常 人 と 同様 8 ん

1
，
0 24 の範囲 に お よ ん だ ． ま た健常人

，
あ る い は 非 炎
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症性 口 腔疾患群 と同様 ， 抗体価64 を示 す場合が 最も 多

く く45 名 ， 3 5 ． 4 ％1 ． 次 い で 順次
， 抗体 価12 8 く3 1 名 ，

2 4 ． 4 ％ン． 抗体価32 く2 8 名 ，
2 2 ． 0 ％1 を 示 す 場 合が 多

か っ た ． こ れ ら32 へ 12 8 の 抗体価 を有 す る 症 例 の 割 合

は被験127 症例中1 0 4 例く8 1 ． 9 ％1 を占め
， 健常人 ， 非炎

症性 口腔疾患群と 大き な差異 はみ ら れ なか っ た ．

1 6 以 下の 抗 体価 を示 し た症例 は18 例 く1 4 ． 2 ％I 存在

し ， 非炎症性 口腔 疾患群 の場合と 同様 ，
健常人 に 較 べ

やや 多か っ た が 有意差は認 め られ な か っ た ． ま た抗体

価 8 を示 し た 症例 は 4 例 く3 ． 1 ％J み られ た ， こ れ ら 4

症例の 年 令分布 は 先の 非炎症性 口腔疾患群の場 合と は

逆 に37 旬 6 9歳 の 高齢 者で あ っ た ， 症例的 に は 歯根褒胞

が 1 例 ， 歯性上 顎 洞炎 1 例 ， 顎骨骨髄炎が 2 例 であ っ

た ．

抗体価512 以上 を示 した 症 例 は わ ずか 1 例 く0 ． 8 ％フ

に す ぎ ず
， 健 常 人 に 較 べ 有 意 に 少 な か っ た くP く

0 ． 0 0 1J ．

V l
． 口 腔 癌 患者 の 血 清中の 抗 T F T ． 3 1 0 抗体価

舌癌患 者9 名 ， 上顎 洞癌 患者 4 名 ， 歯 肉痛患 者 3

T a b l e 3 ． A n ti b o d y ti t e r s a g ai n s t T F T － 3 1 0 0 f 1 3 6 p a ti e n t s w i th

n o n
－i nfl a m m a t o r y o r al d i s e a s e s

N u m b e r o f p a ti e n ts s h o wi n g e a c h a n ti b o d y tit e r

A g e くy e a r s o ldl

T F T － 3 1 0 1 ト20 2 ト30 3 1 － 4 0 4 ト50 5 ト60 6 1 イ0

A n ti b o d y

ti t e r

a g ai n s t

087 ト

8

1 6

3 2

6 4

1 2 8

2 5 6

1
，
0 2 4

2

3

6

6

6
ハ

リ

3

2

2

3

4

6

0

0

1

7

6

1

4

0

0

1

0

2

0
0

6

5

1

0

0

2

5

6

7

0

0

O

1

2

8

4

0
n

U

O

l

1

3

1

1

0

T a bl e 4 ■ A n ti b o d y ti t e r s a g ai n s t T F T －3 1 0 0f 1 2 7 p a ti e n t s wi th

i n fl a m m a t o r y o r al di s e a s e s

N u r n b e r of p a ti e n t s s h o w i n g e a c h a n tib o d y tit e r

A g e くy e a r s ol dI

T F T － 3 10
1 ト20 2 ト30 3 ト40 4 1 づ0 5 ト60 6 1 イ0 7 1 鴻0

A n tib o d y

ti t e r

a g ai n s t

0

2

1

4

5

1

1

0

6

2

6

7

1

0

1

2

6

5

4

1

0

l

1

6

1

5

0

0

1

l

1

5

6

5

0

0

1

2

5

8

2

1

0

0

0

3

5

3

0

0
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T a bl e 5 ． An ti b o d y ti t e r s a g a i n s t T F T －3 1 0 0 f 2 3 p a ti e n t s w ith o r a l c a n c e r

N u m b e r o f p a ti e n ts s h o w i n g e a c h a n ti b o d y ti te r

A n tib o d y

ti t e r

a g ai n s t

T F T －3 1 0

A g e くy e a r s old l

1 ト20 2 ト30 3 ト40 4 ト5 0 5 1
－

6 0 61 イ0 7 ト80 09＋8 1

1

2

4

0
0

1

0

ハ

U

O

1

0

1

0

0

0

0

0

0

2

2

ハ

U

0

0

1

2

ハ
U

O

1

6

2

2
ハ

U

l

0

0

0

1

名
，
頼粘膜癌患者2 名，

下顎癌患者 2 名 ， 咽頭癌患者

2 名 ，
口腔底痛患者 1 名

，
計2 3症例 に つ い て の 血清中

抗 T F T －31 0 抗体価 を表 5 に 示 した －

癌患者の 血清 中の抗 T F T づ1 0 抗体価 は先 に 述 べ た

健常人
，
非炎症性 口 腔疾患 を有 す る 患者 ． 炎症性 口腔

疾患 を有す る患者の 場合と明確 に 異な っ て い た ． 即 ち

被験23名全 て に お い て 抗体価 は 8 以下で あり
，

抗体価

1 6 以上 を有 す る 患者 は み られ な か っ た ．

W l ． 且 c o gf L P S に 対す る抗体 価

E ． 00 戒 L P S に 対す る血清 中の抗体価 を ， 健常人 10

名 ，
口 腔癌患者 5 名 に つ い て 測定 した ■ 抗体価 の測 定

は
，
抗 T F T － 3 1 0 抗体価の 場合 と同 隠 間接赤血 球凝

集反応 に よ り 行っ た 一

抗 且 c oヱJ L P S 抗体価は 健常人群 ．
口腔痛患者群共

に 64 句 5 1 2 で あ り ， 両 群の 間 に は 差 異 は 認 め ら れ な

か っ た ．

考 察

口腔 内に は 5 frゆ 加 ロビC 打5
，
5 ねゆ如才o cロビC鋸ぶ， エ戊ごねゐ虎－

c乙偽岱
，

C 叩 胴 ぬ 血 血 玖 月 卵 油 噸 加 抑 閑 1 翫 扉 一

成 椚 g 勉 励 ごgg r ロブぬ
，

仇 打わ乃g 地
，

P れ坤わ乃 伽 r fe 正び 別
，

ダ描 0あ鋸 ね rgび椚 等多種類の細 菌が 常在菌と して 存在 し

て い る
川 牒

． F ． 郡 山加血 憫 は歯周 病患 者の 歯垢 か ら は最

も頻繁に 分離 され
，
時 に は歯垢湿重量 1 g 当り 約1 0

8

個

存在す る 場合 も あ る
川

． 本菌 は歯 肉膿 軌 顎 嚢胞 ， 歯

性上 顎洞炎 ，
顎骨骨髄炎等 口腔 内領域の 炎症性疾患か

らは数 ％の頻度で 分離 さ れ る が
，
特 に 白板症 ，

口 腔痛

の感染病巣 か らの 分離率は高 く 数1 0 ％の 割に 分離 さ れ

る
勾 引

．

T a m a i ら
相

は 口 腔癌の 前癌病変 と考 え ら れ て い る

白板症 ，
お よび 口腔癌 の 感染病 巣 か ら ダ．

乃祝ごねd f 祝椚

が 高率に 分離 さ れ る こ と か ら
，

ダ． 乃祝Cg g d書紀 研 が 抗腫瘍

性 を有 して い る の で はな い か と 考 え ， 白板症 か ら の 分

離菌株で ある F 乃鋸C ね 地 肌 K O － 3 1 株の 抗腰痛 活性を

検討 し た ． 彼 ら は ダ，
把捉C ね戊如 椚 E O ．3 1 株の 抗腫瘍清

性 を マ ウ ス に移 植 した エ
ー ル リ ッ ヒ腹水癌細胞 ，

サル

コ
ー

マ 1 8 0 細胞
，

お よび メ ス A 細胞の 圃型腫 瘍 に つ い

て検討 し
．
本菌 の培養上 浦液 中に 抗腫瘍物質が存在す

る こ と を 明ら か に し た ． そ の後本坑腫瘍物質 は精製さ

れ T F T －3 1 0 と名付 けら れ た
6I

． T F T －3 10 の 本態につ

t l て は種々 検討さ れ 細胞壁構 成成 分で ある L P S で あ

る こ とが 示 され てい る
刀

．

抗腫瘍活性 を 有す る 旦 乃胱 血 抽 仰 が 前病状態で あ

る 白板症
，

あ る い は 口腔癌病巣で 特 に 増殖 を して い る

こ と は
，
癌 に 対す る 生体 の 防御反 応と して は

一

見合目

的 で あ る様 に 思 わ れ るが
，
感染防御の 点か らは生体の

本薗 に 対 す る免疫能 が低下 し てい る こ と を意味して い

る様 に 思わ れ る ． 著 者は 且 乃祝CJ g 由仁研 が特 に 癌患者

に お い て 増殖す る 現象に つ い て
，
本菌 に 対 する 血中抗

体の 点か ら検討 した ．

本研究 で は先 ず T F T ． 31 0 感作赤血 球 と反応する血

清成 分 を明 ら か に す べ く検討 を行 っ た ． 血清 を電気泳

動に よ り 分画 した結 果， 反応成分 は y
－ － グロ ブリ ン画

分 に あ る こ と が 明 らか と な り
，
反 応成 分は抗体である

こ とが 示 唆 され た ． 次 い で 抗体の ク ラ ス を知 る ため ，

血 清 を T S K g el G 3 0 00 S W カ ラム を用 い た 高速液体ク

ロ マ トグラ フ ィ
ー

に よ り 分画 し た結 果
，
反応 成分は

1g M 画分 に の み 存在 し
，
I g M 抗体 で あ る こ と が 明ら

か と な っ た ． こ の こ と は 更に T F T ．3 1 0 感作赤血球と

の凝集反応 は抗 ヒ ト全血清抗体
，
抗 ヒ ト I g 抗体 ある

い は 抗 ヒ ト I g M 抗体 に よ り 中和 さ れ る が
，
抗 ヒ ト

Ig G 抗体 ， 抗 ヒ トア ル ブ ミ ン 抗体 に よ っ て は中和され

な い こ と
，
及び2 ． メ ル カ プ ト エ タノ

ー ル 処理 血 清は反

応陰性で あ る こ と に より 確認さ れ た t

抗原 が細菌 の L P S で あ り
，

か つ 少量 の 抗原 で刺激

さ れ た場 合 に 産生 さ れ る 抗体 は 主 と し て Ig M であ

る
1 裾 7－

． ま た 最近 F 乃祝Cg e 戊 加 乃 は特 に 工g M の 産生を

増強す る こ とが 示 さ れ て い る
冊

． 以 上 の 事 を考え れ

ば
，

そ の 本 態 が 且 乃びCg e 戊ね仰 の L P S で あ る

T F T ．3 1 0 に 対す る抗体 は工g M で あ っ た こ と は妥当な



ダニ 抑 那庖勃お 別 に 対す る抗体価

ものと 考え られ る ． 健常者の 血 清中 に は 点 灯 励 w 撼 犯

蝕 8ゐ戊C血 液 椚 等 の 嫌気性薗 に 対す る抗体 が存在 す る

ことが種々 報告 され て い る
却 卜 叫

． 且 乃録C ね戊ね憫 に 対す

る 血清中の抗体価は ， 抗原と して菌体 あ る い は菌体の

超音波抽 出物質 を用い
， 血 清殺菌法

．
酵素結合抗体免

疫ア ツ セ イ
，

ラ ジオ イ ム ノ ア ツ セ イ に よ り測定さ れ て

いる が
， 抗体陽性 率は30 へ 1 0 0 ％と研 究者 に よ り 異 な

る
卿 刀 別

著者 は 且 乃鋸 Cg由f祝 刑 K O －3 1 標品 T F T － 31 0 を抗原

と して用い
， 間接赤血 球凝 集反応 に よ り ．F ． 光弘元鮎正

弘朋 に対 す る抗体価 を測定 した が
， 被験 健常者10 4 例全

例にお い て抗体価 8 以 上 を示 した ． 非感作赤血 球 に 対

する 凝集価 は 4 以下 で あ っ た の で
， 被 験 全例 が 且

乃鋸C 彪戌如 椚 に対す る抗体 陽性 と考 え る こ と が 出来る ．

尺 乃 鋸 南 地 肌 に 対す る抗体の 陽性 率 の 差異 は 用 い る

抗原，
測定法の 違 い に よ る も の と思 われ る ．

非炎症性 口腔疾患症例136例 ， 炎症 性 口 腔 疾患症例

127 例の抗 T F T －3 1 0 抗体 価は全例 に お い て 8 以 上 を

示 した が
， 健常人 と較 べ た場合抗体価の 上 昇 はみ ら れ

なかっ た ． こ の こ と は 対象と し た顎骨骨髄炎 ， 歯性上

顎洞炎， 歯根嚢胞 ， 唾 液腺 炎等 の 炎症性疾患に お い て

は 助 ざ0 ゐd C ねガ鋸椚 の分 離率が 数％ に す ぎな い こ と に 原

因す る可能性は あ る
引

． しか しな が ら 且 刀硯 血 油 川 を

も含めた 口 腔内常在菌 が原因 と考 えら れ て い る歯根膜

炎にお い て も 尺 乃鋸C わ虚血 椚 に 対す る工g M 抗体価の 上

昇はみら れ なし
．

ユ
a ，

． 抗体価 の上 昇が み られ な い の は 口

腔内感染症 の 多く は 口 腔内常在菌に よ る も の で あ り
，

かつ 数種 の 菌の 複合感染 で ある
2I31

こ と に よ る もの と 思

われる ．

痛患者の免疫能 は 一 般 に低 下し て お り ， 特 に 細胞性

免疫能の低下 が顕 著で ある
器，

． 頭頚部癌 に お い て も 遅

延型皮膚反応 の 低 下
抑

，
リ ン パ 球 幼 若 化 反 応 の 低

下
劫 川 ，

t
O E T 4ノ8 比 ト ル パ ー

．

イ ン デ ュ
ー

サ
ー

T 亜

集団と キ ラ ー ．

サ プ レ ッ サ
ー

T 亜 集 団 の 比1 の 低下

等 糊
が報告 され てい る ． 頭頸 部癌患 者 の 液性 免疫能

に つ い て
，

坂 口 ら
卸

は3 1 人 の 頭頚部癌患者 に つ い て 各

種の液性因子 を測定 し
， 血清 y－

－

グ ロ ブ リ ン 温 血 清

工g G 量 ， B リ ン パ 球数の 減 少は認 め られ ず ， む し ろ血

清任 2 グ ロ ブ リ ン量
，

王g G 量 に 増加 が 認め ら れ た こ と

等か ら
，

こ れ ら の 癌患者 で は液性因子 の 低下 は な い と

推察した ． また 胃癌患者 鋤
， 肺癌患者 掛

で も
， y －グ ロ

ブリ ン
， ある い は 王g G の 増量 が 報告さ れ て い る ．

本研究で は 口 腔癌患者 に お い て は ダニ 拙 邪庖吼知 別 の

細胞壁成分 で あ る T F T －3 10 に 対 す る抗体価が 極め て

低値 で あ る こ と が 明 ら か に さ れ た ． 本研 究 で は血 清

王g 畳は測定 して い な い の で ， 低抗 T F T －3 10 抗体価 は

106 7

血清 I g 量 の減少 を反 映 して い る可 能性は否定 で き な

い が
，

上述 の 如く癌 患者 では 工g 量が む し ろ増加 して

い る の で
．

口 腔癌患 者で は抗 T F T ， 31 0 抗体量 が特異

的に 低下 して い る も の と考え ら れ る ． こ の事 は少数で

はあ る が
，
抗 且 00 g才L P S 抗体価 を測定 した 結果

，
口

腔癌患者 に お い て も抗 且 c o Jf L P S 抗体価 は健常人と

同様64 ノ ー 5 1 2 であ っ た こ と に よ っ て も 支持 さ れ る ． 抗

T F T －3 1 0 抗体価 が 口 腔癌患者 に お い て 低値 を 示 す 理

由に つ い て は色々 と 考え ら れ る ． 員 乃以仁お戊血 研 が 病癖

巣 に 高率 に 見い 出さ れ る こ と
．

ま た T F T ．3 1 0 は その

本態が L PS で あり T 細胞非依存性抗原 に 属す る こ と

を考慮 に 入 れ ると ， 免疫学的寛容 に よ り抗体産生 の抑

制が お こ っ た と 考 える の が 妥当と 思わ れる ． 免疫 学的

寛容の た め F ． 抑 肛 庖矧お 印 に 対す る 抗体 が 産生 さ れ な

い こ と が ， 癌 患者に お い て特 に F 乃録CJ g ぬ 研 が増殖 す

る こ と に 関与 す る も の と考 え られ る ． しか しな が ら低

抗 T F T － 3 1 0 抗体価が 口 腔痛の結果 あ るい は原因 と し

て 口腔癌 と本質 的な関係 を有す る か否か に つ い て は不

明で ある ．

口腔癌 で は上 述の 如く 抗 T F T ．3 1 0 抗体価 は 8 以 下

の 低値 を示 した こ とか ら
， 抗 T F T －3 1 0 抗体価 の 測定

が
， 他 の 悪 性腫瘍の 診断に 有効で ある 可能性が 考 えら

れ る ■ 試験的 に 肝癌 ， 胃癌
，
肺癌

， 食道癌 ， 直腸癌，

悪性 リ ン パ 腫
， 悪 性黒色腫 ， 悪 性線維性組織球腫 各々

数例 に つ い て 抗 T F T － 3 1 0 抗体価を 測定 した 結果 ，
い

ずれ の 患者 に お い て も抗 T F T －3 1 0 抗体価は 8 以 下で

あ っ た － こ の こ と は低抗 T F T －3 1 0 抗体価が悪 性 腫瘍

の診断に 有用 で あ る 可能性 を示 唆す るが
， 今後更 に 検

討す べ き こ と と 思わ れ る ．

結 論

健常人 ， 非炎症性 口 腔疾患を有す る 患者 ， 炎症性 口

腔疾 患 を 有 す る 患 者 ， 口 腔 癌 患 者 の 血 清 中 の 凡

乃祝ごねd ねf 椚 に 対 す る抗体 ， 抗体価 を解析 し
，

口 腔痛 患

者に お ける ダニ 拙 批滋捌お 肌 に 対 す る免疫 の 特異性 に つ

い て検討 し
，

以 下の成績 を得 た ． こ の 際
，

ダ
． 乃祝 C彪正子一

視椚 に 対 す る 抗 体価 は F ． 紬 批庖仇切 削 K O － 31 株 標 品

T F T ． 3 10 を感作抗原と す る 間接赤血 球凝 集反 応 に よ

り測定 した ．

1 ． 分 画採 取 用 ア ガ ロ
ー ス 電気 泳 動 ，

T S K g el

G 3 0 0 0 S W カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

に よ り血 清 を分

画 した 結果
，
抗 T F T －3 1 0 抗体 は1g M で あ る こ とが 示

さ れ た ．

2 ． 更に
， 各種 ヒ ト血清成分に 対す る 抗体 を用 い た

中和試験 ，
な ら び に 血清の2 － メ ル カ プ ト エ タ ノ ー ル 処

理 を行 っ た結果 ， 抗 T F T ．3 1 0 抗体 は工g M で あ る こ と



1 0 6 8 向

が 判明 した ．

3 ． 健常人 10 4 名 中74 名 く7 1 ． 2 ％ナ が3 2 旬 1 2 8 の 抗

T F T －3 1 0 抗 体価 を有 して い た ． 1 6 以 下 の 低抗 体価 を

示 す 例は1 0名く9 ． 6 ％いこす ぎな か っ た が
，
5 1 2 以上 の高

抗体価 を有す る例 は12名 く11 －5 ％1 存 在 した ．

4 ． 非 炎 症 性 口 腔 疾 患 患 者 症 例 13 6 例 中 10 8 例

く7 9 ． 4 ％1 ， 炎症 性 口腔 疾患 患 者 症 例1 2 7 例 中1 0 4 例

く81 ． 9 ％1 が32 へ 1 2 8 の 抗 T F T －3 1 0 抗体 価 を 示 し た ■

16 以下の 低抗体価 を示 す例 は
， 非 炎症性 口腔 疾患乳

炎症 性 口 腔 疾 患 群 で は 各 々 23 例 く1 6 － 9 ％1 ，
1 8 例

く1 4 ． 2 ％I 存在 し ， 健常人 よ りや や多か っ たが 有意差 は

認め られ なか っ た ． 5 12 以上 の高抗 体価 を 示 す 例 は
，

非炎症性 口腔疾患群 ，
炎症性 口 腔疾 患群 で は 各々 3 例

く2 ．2 ％1 ，
1 例 く0 ． 8 ％1 に す ぎず ． 健 常人 より 有意 に 少

な か っ た くP く0 ． 0 1 ，
P く0 ． 0 0 1 ト

5 ． 口腔癌患者症例 の 抗 T F T ．3 1 0 抗体価 は被験23

例全例共 に 8 以下で あ っ た ． 8 以 下の 抗体価 を示 した

症例は健 常人 群 ． 非炎症性口 腔疾患群 ， 炎症性 口腔疾

患 群 で は 各 々 1 例 く1 ． 0 ％1 ，
5 例 く3 － 7 ％1 ，

4 例

く3 ． 1 ％いこす ぎず
，

8 以 下の低 抗 T F T －3 1 0 抗体価 は 口

腔癌 患者 の特徴 と考 え られ た ．
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i n p a ti e n ts w ith n o nl y m p h oid tu m o r s ． L a n c e t
，
I

，

61 8 く19 7 01 ．

3 1I ．諸山 陰正
． 遠藤邦彦 ， 筈谷純 三 郎 ． 巌 準 －

． 白

築俊彦
，

三 井
一

丸 杉原 敬三
． 岡原 芳孝

．
原 潤

一

．

阪本知 ニ
． 菅田 辰 海 ， 芳村 書道 一 書 賀浩 ニ

， 高 田和

彰 二 顎
． 口腔領域 扁平上 皮癌 患者 の末棺 リ ン パ 球サ ブ

セ ッ トの 変動 ■ 癌 の 臨床
，
3 1 ， 1 1 7 －1 2 1 く19 8 51 ．

3 2J 林 良夫 ． 佐藤光信 ， 古本奈奈代
一 書 田秀夫， 梁

川 哲 軋 田 良義明，
西 田 敏億 こ 頭頸部癌患者末棺血 リ

ン パ 球数サ ブ セ ッ ト の 異常
一

単ク ロ
ー ン抗体 に よ る解

析 一 医学の あ ゆ み ，
1 2 8

，
5 07 －5 0 8 く19 8 41 ．

3 3ナ 坂 口 幸作 ， 奥 田 稔 ， 宮山俊 一

こ頭 頸部痛患者の

免疫能 ． 日耳鼻 ，
8 1

，
1 1 3 －1 2 1 く19 781 ．

3 4I 赤井 良彦
．
吉 田至介こ 癌患者 の 血奨蛋白質 ． 最新

医学 ，
2 3

，
1 7 0 9 －1 71 8 く19 6 8ナ．

3 5I 志摩 清 ， 池 田 俊． 安藤正 幸
， 岳中耐 夫 ， 津田

書康． 徳臣 時比 古二 肺癌患者の 1g ， 庇 2 H S
，
C 3

，
血 清蛋

白分画． 痛 の 臨床
，
2 2

，
1 3 9 ト13 9 6 く19 7 6I ．
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s e r ol o g i c al R e 8 p O n さe t O F u s o b a c te ri u m n u cl e a t u m of P ati e n t 川 i th V a ri o u B O r al

D iB e a B e8 Y u g a k u T ak ai ， D e p a rt m e n t of D e n t o － O r al S u r g e ry ， S c h o ol of M e di ci n e ，

K a n a z a w a U n iv er sity ， K a n a z a w a 9 2 0
－

J ． J u z e n M e d ． S o c ． ， 9 8
，
1 0 6 0 － 1 0 7 0 く19 8 9J

E e y w o r d s a ntib o d y ti te r ， F u s ob a c t e ri u m n u cl e at u m ， lip o p oly s a c c h a rid e ， m alig n a n t

t u m o r ，
O r al c a n c e r

A b 畠t r a C t

I m m u n ity ag ain st F u s o b a ct e ri u m n u c le a t u m くF ． n u cle a t u m l w a s in v e stig a ted i n p a tie n ts

w it h v a ri o u s o r al d i st a s e s ． A n ti b o d y tit e r s o f s e r a a g ai n s t F ． n u c le a l u m w e r e m e a S u r e d b y

i n dir e c t h e m a g gl u ti n a ti o n t e s t， i n w hi c h sh e e p r e d bl o o d c ells w e r e se n sitiz e d w ith T F T － 3 1 0

w ith a m oic ty of li p o p o ly s a c c h a rid e
， p r e p a r ed fr o m c ul t u r e s u p e r n a t a n t O f th e F －

n u cl e a t u m K O
－

3 l s tr ai n ． B y a g a r o s e e l e c tr o p h o r esis a n d T S K g el G 3 0 0 0 S W c ol u m n

c h r o m a t o g r a p h y of th e s e r u m s a m p l e ， a n tib o d y r e a c ti v e t o T F T － 3 1 0 w a s f o u n d t o b e I g M ．

F u r th e r m o r e ， b y th e n e u tr aliz a ti o n t es t w ith a n tib o d ie s a g a l n S t V a ri o u s h u m a n se r u m

c o m p o n e n ts a n d b y t r e a t m e n t of th e t e s t s e r u m w ithL 2 －

m e r C a p t O e th a n ol ， it w a s c o n fir m e d

th a t th e a n tib o d y r e a c tiv e t o T F T
－

3 1 0 is I g M ． A n tib o d y tite rs a g a l n S t T F T － 3 1 0 w e re

m e a s u r e d i n 1 0 4 h e al th y p e r s o n s ，
1 3 6 p a tie n ts w ith n o n

－ i n fl a m m a t o ry o r a l d i s e a s e s a n d 1 2 7

p a tie n ts w ith i n fl a m m a t o r y o r al d is e as e s ． I n a11 th r e e g r o u p s th e a n tib o d y tit e r s r a n g ed

b e t w e e n 8 a n d l ，0 2 4 ． I n m o r e t h a n 7 0 ％ of c a s e s ， th e g r o u p s sh o w e d a n tib o d y tite r s o f 3 2

t o 1 2 8 言 7 4 く7 1 ．2 ％1 h e a l th y p e r s o n s ，
1 0 8 く7 9 ．4 ％1 p a ti e n ts w i th n o n

，i n fl a m m a t o r y o r a l

dis e a s e s a n d 1 0 4 く8 l ．9 ％1 p a tie n ts w ith i nfl a m m a t o r y o r al d is e a s e s ． T h e n u m b e r s of c a s es

w ith l o w a n tib o d y tit e r s of 1 6 0 r l e ss w er e 1 0 く9 ．6 ％1 i n h e alth y p e rs o n s ， 2 3 く16 ． 9 ％l i n

p a ti e n ts w it h n o n
－i n fl a m m a t o ry o r a l d i s e a s e s a n d 1 8 く1 4 ．2 ％1 i n p a ti e n ts w i th i n fl a m m a t o ry

o r al dis e a s e s ． T h e n u m b e r of c a s e s w ith hi gh a n tib o d y tit e r s of 5 1 2 0 r m O r e i n h e alth y

p e r s o n s w a s 1 2 く11 ． 5 ％I， W h il e th a t i n p a tie n ts w ith n o n
－i n fl a m m a t o r y o r i n f l a m m a t o r y

o r al dis e as e s w as o n ly 3 く2 ．2 ％l o r l く0 ．8 ％1 ， r e S p e C ti v el y ， Sig n ific a n tly l o w e r くp く0 ．O l ，

p く0 － 0 0 11 i n c o m p a ri s o n w i th th a t i n h e al th y p er s o n s ． T h e a n ti b o d y tite rs o f p a ti e n ts w ith

o r al c a n c e r w e r e 8 0 r le s s i n al1 2 3 c a s e s te s te d ，
disti n c ti v el y diff e r e n t f r o m t h o s e of th r e e

g r o u p s m e n ti o n e d a b o v e ． T h e n u m b e r of c a s es w ith a n tib o d y ti te r s of 8 0 r le s s i n h e al th y

p e r s o n s ， P a ti e n ts w it h n o n
－i n fl a m m a t o r y o r i n fla m m a t o r y o r al dis e a se s w a s l く1 ． 0 ％l ，

5

く3 ．7 ％1 ， O r 4 く3 ． 1 ％1 ， r e S p e C ti v el y ，
i n d ic a ti n g th a t l o w ti te rs o f th e a n ti b o d y is a

c h a r a c te ris tic fe a t u r e of p a tie n ts w ith o r al c a n c e r ． T h e s e fi n di n g s s e e m t o i n dic a te th a t hig h

m ultip lic ati o n of F u s o b a ct e ri u m i n a l e u k o pl a ki a le si o n o r o r al c a n c e r m a y b e r el a te d t o

th e d e c r e a se of th e p a ti e n ts i m m u nity a g ai n st F u s o b a cf e ri u m ． F u r th e r m o r e ， th e s e r e s u l ts

i n di c a te th a t th e m e a s u r e m e n t of th e a n tib o d y ti te r a g a l n S t T F T
－

3 1 0 m i g h t b e u s ef ul f o r th e

d ia g n o si s o f o r al c a n c e r ．


